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1｡はじめに

人はモノを認識すると､そのモノに対して多様な印象を持つ｡

しかし､人が印象を持つ過程については謎が多く､感 性 工 学

ではその仕組みを解き明かすことが重要な研究テーマとなっ

ている｡音の印象と物理的特徴については､古くから多くの

研究事例がある｡例えば Bismarckは音の聴取実験によって､

さまざまなスペクトル構造をもった刺激音に対する音色評価

を行い､sharpnessとcompactnessの2因子が音色を強く規

定していることを示した[1]｡

しかしながら､音の物理的特徴と結びつけられた印象は未

だ少数である｡さらに､印 象 を 表 す 言 葉 は 人 によって千差万

別で多くの類語があり､日々､新語が生まれているため､そ

の全ての印象について､聴取実験によって物理的特徴との

関係を逐一調べるのは多大な労力を必要とし､現実的では

ない｡また､多くの印象と物理的特徴を結びつけることができ

れば､｢悲しい曲｣｢激しい音楽｣のように､印象から楽曲を検

索する検索システムなど､ユーザーフレンドリーなインターフ

ェースを構築することができる｡

そこで本研究では､既存の研究による知識の蓄積を有効

に活用し､物理的特徴との関係が明らかにされている印象

(以下､メタインプ レッション)と､他の多数の印象を類義語辞

書によって結びつけることにより､印象を物理的特徴に関係

づける辞書を自動的に構築する｡本研究では特に音楽を対

象として､研究を進める｡

2.辞書構築方法

2.1.メタインプ レッションの収集

メタインプ レッションとは､複数の印象をまとめる代表的な印

象語であり､本研究においては既存研究において物理的特

徴との関係が調査されている印象語とする｡表1は熊本らの

研究[2]によって楽曲の譜面情報と関連付けられた印象語で

あり､本研究ではこれをメタインプレッションとして用いる｡

2.2.印象語候補の収集

類義語辞書を用いて､印象語の候補となる言葉を収集する｡

我々は類義語辞書[9]を用いてメタインプ レッションと類語関

係にある形容詞および形容動詞を収集した｡
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表 1:メタインプレッションとして用いる印象語

静かな､激しい､落ち着いた､忙しい､爽やかな､重苦しい､

明るい､暗い､荘厳な､軽々しい､ゆったりとした､窮屈な､締

麗な､締麗でない､楽しい､悲しい､気持ちが落ち着く､気持

ちが高揚する､優しい､傷つく

2.3.テキストマイニング

収集した印象語候補の中には､音楽の印象を表す語として

ふさわしくない言葉も含まれている｡そこで､そのような言葉

をテキストマイニングによって取り除くことで､音楽という領域

に特化した辞書を再構築する｡

まず我々は､Amazon｡co.jpから､音楽 cDについて書か

れたレビュー文を収集した(46178レビュー)｡

次に､フリーウェアとして配布されている日本語係り受け解

析機"Cabocha"[7]を用いて､収集したレビュー文を係り受け

解析し､その結果をテキストファイルとして出力した｡得られ

た出力から､音楽(またはそれに類する語)と係り受け関係に

ある印象語候補の数(以下､係り受け頻度)を数える｡

最後に､係り受け頻度が3未満の印象語候補を除去し､辞

書を再構築する｡今回､除去する係り受け頻度の閥値は

我々の主観によって決定した｡ 図1に構築した辞書の一部を

示す｡図中､下段の｢静かな｣｢目立たない｣等の印象語が､

中段のメタインプレッション｢静かな｣を介し､上段の｢音圧の

変化量｣等の物理的特徴と結びついている｡

3｡評価実験と考察

3.1.辞書に含まれる印象語の評価

構築した辞書に､音楽の印象を表すのにふさわしい言葉

がどの程度含まれているかを調べるため､被験者に構築した

辞書に含まれる全ての印象語について､音楽の印象を表す

のにふさわしいかそうでないかを判断してもらった｡ 被験者

数は10人である｡

その結果､5人以上にふさわしいと判断された語は151語

であった｡これは辞書の82.07%にあたる｡この結果から､本

辞書に登録された単語の多くは音楽の印象を表すのにふさ

わしい印象語であり､比較的良い精度で辞書の音楽領域-

の特化に成功していると言える｡そこで､より良い辞書を構築

するためには､どうすればよいかを考察する｡

まずは､テキストマイニング時に設定した閥値の改善が考



図1:構築した辞書の一部

えられる｡2.3.では､我々の主観によって決定したが､ここに､

閥値決定に関して､決定の根拠となり得る有効なアルゴリズ

ムを導入することにより､さらに正確に､辞書の音楽領域-の

特化ができるだろう｡

また､今回はAmazon｡co.jpのCDに関する利用者からのレ

ビュー文をコーパスとして扱ったが､WEB上で自由に投稿で

きるレビュー文という性質上､中には楽曲の評価に直接関係

のない部分や､日本語の表現として誤りのある文章も多く含

まれていた｡そこで､テキストマイニングの成果をさらに上げ

るために､コーパスを質と量の両面からより良いものにするこ

とが考えられる｡

3.2.聴取実験

構築した辞書が､実際にどの程度印象に合う楽曲を引き

出せるのかを調べるため実験を行った｡ 本辞書と､熊本らが

製作した印象語に基づく楽曲検索システム[9]を用いて印象

を楽曲-と変換したものを被験者に聴いてもらい､我々の意

図した印象が楽曲から感じられたかを5段階で評価してもら

った｡

その結果､評価の平均値は3.2であった(被験者は14人)｡

5段階評価における3.2という値はあまり良い ものであるとは

言えないが､印象から楽曲を検索する際に使用した､印象に

よる楽曲検索システムの評価が3.8であったこと､また､本実

験では熊本らのシステムを土台として印象から楽曲を検索し

ているため､熊本らの評価実験の結果を本実験の結果が超

えることはないこと､評価実験とでは被験者が同一ではなく､

評価の厳しさに揺らぎがあることなどを加味すると､一概に悪

い結果であるとも言い切れない｡
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4｡まとめ

我々は､音楽の物理的特徴と多数の印象を結びつけること

を目的として､メタインプレッションを用いた辞書の自動構築

を行った｡ 結果として､音楽領域に特化した物理的特徴と多

数の印象を結びつけた辞書が得られた｡

課題としては､より良い辞書を構築するため､印象語候補

除去の閥値をさらに適切なもの-検討すること､テキストマイ

ニングを行うコーパスをより良いものにすること､また､自作プ

ログラムの洗練などが挙げられる｡
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